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大学図書館に助けられて

教授 加固正子

お よそ10年 前、私はシア トルにある私立大学

看護学科 に約10ケ 月間留学 した。そこでの留学

生活は優雅に というわけには行かず、 日々英語に

よる授業 と格闘 し、英語でコ ミュニケーションに
一喜一憂することに明け暮れた。そんな外国人留

学生の強い見方になって くれたのが、大学の図書

館であった。図書館 にはコンピュータ作業室やメ

デ ィアセ ンターが統合 されてお り、館内で借 りた

本や雑誌 を抱 えて レポー ト作成が行 うことがで

きた。1階 の入 り口近 くの中央には案 内係がいる

ので気軽に質問ができ、その階ではあ らゆる辞書

や参考図書が手 に入った。その階は総合案内の役

割 をもっていた。コピーコーナーにはホッチキス

や穴あけパ ンチが常備 されていて好評であった。

朝は7:30か ら夜は23:00ま で開館 し、日曜 日

の午前 中以外 は土 日も使用可能なため、私はあ ら

ゆ る助けを求めて図書館 に通った。このように、

米国の大学図書館は開放的で実用的である。

私 が参加 したコースの最初 のガイダ ンスでは、

担 当教授 か らのグルー プワー クの方法や レポー

トの書 き方な どの説明の他、司書か らの図書館の

使 い方や文献検索についての説明があった｡全 て

において個性 と自由を尊重 する国柄ではあるが、

レポー トの書式は3年 次か らAPA(ア メ リカ心理

学協会)形 式 に統一 して指 導されていた。 これは

どの大学で も看護系論文一般 に共通 である とい

うことであった。宿題 として、成書と定期刊行物

の両方の文献を1件 ずつ探 して、その証拠 となる

部分のコピーを1枚 ずつ提出 した。いわゆるオ リ

エンテー リングであ る。「分 か らない ときは、質

問す る」、「自己主張 をしなければ、推 し量っては

くれない」 というのが、米国生活で学 んだサバイ

バル術であった。

大学図書館外観

(写真)

コンピュー タ(PC)に よる文献検索の速 さ・便

利 さには 当時の 日本 とは格段の違 いがあった。

タイ トル にチ ェッ クマークを付けてお くと、その

部分だけの文献 リス トが印刷でき、その図書館 が

所蔵 しているか どうかも確認できた。急いで探 し

ているときには欠かせない機能で あった。検索用

PCは 各階にあ り、広い図書館 を昇 り降 りしない

で済んだ。テーマ別 レポー トをまとめる場合 には、

新 しい知識 が学会誌 な どに どん どん掲載 され る

ため、定期刊行物 を必ずチェッ ク しなければな ら

なかった。専門性を追求 したい場合 には、ヘルス

サ イエ ンス専門の司書が文献検索 の支援 も して

くれた。 また、学生 にメールア ドレス と暗証番号

を与え、 自宅か ら図書検索が可能にな った。 これ

は、検索用PCが 何台あっても足 りないために取

り入れ られていった という。PCル ームのサポー

ト体制 も充実 していて、PC操 作 が分か らな くな

るとメデ ィアセ ンターの学生(ア ルバ イ ト)に 気

軽 に質問できた。

振 り返ってみると、米国の大学図書館 は、いか

に学生 が 自己学習す るための最良 の環 境を提供

するかに焦点 を当てて創 りあげ られていた。そ し

て、図書館利用者が最新 の科学的情報 に接 するこ

とがで きるよう、文献検索 ソフ トやインターネ ッ

トをいち早 く取 り入れていた。現在では、本学図

書館 も同様の恩恵に浴 しているので、多 くの利用

者がますます図書館に親 しみ、先人の知識 と最新

の情報を学習に利 用 してい っていただきたい。
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連載企画1.書 評

関満博/著 『現場主義の知的生産法』ちくま新書340

評者は、予算 ・時間の制約条件か ら、いわゆる

ノウハ ウ本の類は講読 しないこととしている。 し

か し、本書は日本の地域産業論、中小企業論の 「現

場主義」研究者である関満博氏が著者であること

か ら、発売と同時に講読 した。

本書は、序章を一読するだけで、著者のいわん

とするところが理解で きよう。 まず 「現場主義」

とは、「自分で実感す ること、 自分 の言葉で表現

すること」 として、 自ら現場 に入 り、生 きた情報

を得 ることを重視 している。さらに現場 との関係

性 について、現場は 自分の仮説検証の場、いわば

実験材料ではな く、 自ら働 きかけ、ともに考える

場であ り、現場を愛 し、「一生付 き合 う」心構え

が必要であるとする。そのような現場主義に基づ

く調査研究が現場を荒 らすことな く、現場に役立

っことを成 しえるとしている。

しか し、現場主義 には批判的な考えも多 くみ ら

れ る。例 えば、調査者が現場に入る、関ることに

2002年 筑摩書房 ※

講師 大友康博

よって、得 られた結果は客観性 が保てない等であ

る。また、研究者は政策策定や実践に関 るべ きで

はない と考える人 もいる。

評者は、融資業務経験、「調査せざる者、発言

権 な し」を是 とするゼ ミに所属 していた経験等か

ら、「現場主義」者であ ると自認 している。また、

評者の 「場の共有」、「調査地か ら得たものはよ り

高い価値 をつけて調査地へ還元する」 とい う考え

方 も 「現場主義」に基づ くものである。さ らに、

サル トルの如 く、研究者は社会に関る責務がある

と考え、そのような行動を選択 している。 ただ、

筆者のように 「一生付 き合 う」ことがで きると自

信をもって言えるような現場はな く、これが当面

の課題である。

序章以外では、現場調査のノウハウ(荷 物は少

な く等)や 調査結果の まとめ方等が具体例 をあげ

て述べ られてお り、現場調査 を志す方に参考 とな

ろう。

※ISBN4-480-05940-7

図書館請求番号361.9-Se24

登録番号001033148

2002年 度図書館利用統計

2001年 度 2002年 度 増減

開館日数 267日 272日 十5日

入館者総数 61,371人 65,362人 十3,991人

貸出総冊数 10,233冊 12,574冊 2,341冊

学外利用者総数 1,389人 1,255人 一134人

文献複写依頼数 300件 667件 +367件

大学開学に伴 い、図書や雑誌、データベースの充実もはか られ、より広 くご利用いただいたようです。

ただ し、今年4月 の入館者は昨年よ り大幅減で した。理 由の一つに、昨年度途 中か ら図書館まで行か

な くて も、インターネッ トで蔵書や医学中央雑誌が検索で きるようになったことが大きいかと思います。

データベースはもちろん便利ですが、図書館で棚を眺めて思いがけず出会 う本 というのもあ ります。

どうぞ、お気軽 に図書館へお越 しください。また、わか らないことがあった ら、遠慮 なく図書館職員 に

おたずね ください。

7月 に文献検索講習会 を予定 していますので、そちらもどうぞご利用 ください(詳 しいご案内は別途

いた します)。



連載企画2.エ ッセイ

機械オンチの自分と蔵書検索システム

大学2年 生 坂井瑶子

昨年の春、私は この大学に入学 し、図書館で初

めて借 りた本は、習い始めたばか りの形態機能学

(解剖学)の 本であった。本が どこにどのよ うな

分類で配置 されているかもわからずに、四苦八苦

しなが ら探 した記憶がある。しか しまだ この時点

での図書館 の活用方法は、 「今までの読書の延長

線上」であった。

こうした未熟な活用ライフに転機(と い うほど

大げ さでもない)が 訪れたのは、夏休み明けの9

月。とある先生から、初めてOPACと い う検索シ

ステム を使 った蔵 書検索の方法 を教 えて もらっ

た ときだった。 この検索結果を手に して書架 を探

し回 り、欲 しい文献を手 に入れた ときの喜びは、

大きな ものだった。

そ して現在、この検索システムは、レポー トを

書 く際にな くてはな らない必須 アイテ ムのひ と

っ となっている。毎 日当た り前のよ うに検索 し、

ほ しい本の情報 を得ているが、今でもふ と思い出

すのは、あの時味わった 「読みたい本 を効率 よく

発見す ることの嬉 しさ」である。

本と私
短大3年 生 小林香奈子

本 と私の最初の出会いは、思い起 こせば幼い頃

に母親か ら読んで もらった絵本 だった と思いま

す。幼い私は、絵本 の中か ら様々なことを想像 し、

夢をふ くらまし、ワクワク ドキ ドキしながらペー

ジをめくっていた ような気が します。物心ついて

か らは漫画本にはま り、単行本を集 めた り、月刊

誌を とった り、廃品回収のゴミの中からお もしろ

そ うな本をあさった りと、軽いオタク状態になっ

ていた時期 もありま した。

そ してここ数年は、本 と私の付き合いもかな り

大人っぽいものにな り、読んだ本か らいい影響を

受 けることが多 くなってきたよ うな気が します。

本 との出会いは、人 との出会い と同 じくらい貴重

な もので人間的な成長 の糧 になるものではない

か と思います。

最近は、実習のための調べものをす る毎 日が続

いています。今の私に とって、本はかけが えのな

いものであ り、心を落ち着かせてくれ る精神安定

剤のよ うなものかもしれません。その年'齢や時期

で本 との付き合い方は、変わってい くと思います

が、これか らもいい本 との出合い、いい付き合い

をしていきたい と思います。

本が教えてくれたこと

ふ らっ と当学の図書館 を歩いていた時に、一冊

の本が 目にとま りました。江川晴 さんの 『看護婦

物語』です。本を開 くと 「看護 とは何か」 とい う

言葉 が飛び込んできま した。 「看護 とは何 か」そ

れは、実習の時や 自分 の家族が入院 した時など、

い くつかの場面でぶっかった問題で した。

本の冒頭部分で、看護師である主人公は患者 か

ら 「君たちは思い上がってい る。機械のようだ。」

と皆の前で言われます。主人公は、 自分は患者の

為に精一杯や ってい るのに どうしてそんなこ と

を言われなければならないのか と、患者の言葉 に

対 して屈辱感 を持ちます。私 も、実習中に患者に

対 して主人公 と同 じよ うな気持 ちを抱 いたこと

があ りま した。患者に清拭 を薦 めて もなかなか

「うん」 といってくれないのです。私は患者の為

に精一杯や ってい るのになぜ とい う気持 ちでい

専攻 科 助産 学 専攻 阿 部 紗 緒 里

っぱいで した。

主人公は 自分の看護を探 し求めて、様々な看護

師やその看護師 と患者 の関係 に触れ ていきます。

そ して本の最後の部分、「自分の看護 とは」に気

が付いた とき、冒頭 の患者の言葉 を再度思い出す

のです。そ して、患者の言葉の背景には何か理由

がある、自分は患者 の視点になって患者を想 うこ

とがで きていなかった とい うことに気 がつ くの

です。

私は、主人公 とともに 自分の看護 を振 り返 るこ

とができま した。本を読み終えた後は、胸 のもや

もやが晴れ たよ うなす っき りとした気持 ちで し

た。

皆 さんもぜひ図書館 に寄ってみて下さい。きっ

と、皆 さんにぴった りの本が見つかると思います。
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もうみなさんご存 じか と思いますが、図書館の前に新聞閲覧台が置かれま した。プ レー トに書いてあ

る通 り、昨年度の短期大学第8回 卒業生、第6回 修了生か らの寄贈です。あ りが とうございま した。こ

れで、図書館 が閉まっている時でも新聞を読む ことができます。

置いてある新聞は、理新潟 日報』『上越 タイムズ』『朝 臼新聞』『DAILYYOMIURI』 の当 日分です。

『読売新聞』『毎 日新聞』『医学界新聞』『協会ニュース』は今まで通 り、館 内ソファの隣にあ ります。

どうぞ ご利用 くだ さい。

試行 ですが、4月 よ り開館時間が30分 繰 り上がって、8時30分 か らにな りま した。授業の前にも

どうぞご利用 くだ さい。

ただ し、カ ウンター受付業務(貸 出 ・視聴覚資料閲覧など)は 従来通 り9時 か らです。 よろしくお願

いいた します。

今 年度 よ り、読売 新 聞記 事 デー タベー ス 「ヨミダス 文書館 」 を契約 しま した。

1986年9月 か らの読売新 聞 、1989年9月 か らの英字 新 闘(『DAILYYOMIURI』 〉 の記事 と、 国会 議員 ・

自治体 首長 か ら財 界 ・文 化 ・スポー ツまでの18分 野 か ら精選 され た、現代 のキーパ ー ソン が収 録 され

てい る 「人物 デー タベー ス」 が検索 で きます。 ど うぞ ご活 用 くだ さい。

図 書館 ホー ムペ ー ジ(http://www.niigata-cn.ac.jp/1ibrary.htm） の リン ク集 か ら入れ ます(学 内

のパ ソコン限定 です）。

〈検 索画面 の入 り方 〉 リン ク集 「新 聞社 ・新 聞記 事検 索デー タベ ース 」か ら 「ヨ ミダス文 書館 」 を ク リ

ック。 「読売新 聞 デー タベ ー スー覧」画面 で、「ヨ ミダス文 書館」の ロゴを ク リッ ク。 ↓ 「法人会 員専 用」

ロゴの横 にあ る 「記事検 索」 「人物 検 索」等 の 中か ら、調 べた い ものを ク リック して くだ さい。



図書館人事往来 一お置話になりましたー

今年春、図書館 は大幅に職員が入れ替わ りました。そ こで、2頁 にわたって、新 旧職員のごあいさつ

をお届けいた します。最初は、短大開学以来、司書と して勤務され、この春転 出された吉原 さんです。

吉原貴子 さん

新潟県立看護短期大学は私が司書 として、また社会人 としてスター トした場所です。それまで全 く図

書館での勤務経験が無かったために初 めて知 ることが多 く、また司書が一人とい うことで不安 もあ りま

したが、館 長をは じめ教職員のご指導 とご協力があってなんとかサー ビスをしてい くことが出来 ま した。

他大学か らの文献複写取 り寄せサー ビスも勤務 して初めて知 った ことです。それか らあ っとい う間の9

年で した。当初は職員2人 で、午前9時 か ら午後5時 まで開館 していま した。学外者へのサー ビスは ま

だ行 っていませんで した。それが今では、 日中と夜間の職員を合わせ ると6人 体制で、午前8時30分

か ら午後8時30分 まで開館 し、学外者 には貸 出も行っています。また、設備面では、平成14年 には 「大

学」が開学 したことで、蔵書冊数の大幅な増加や書架 ・検索用パ ソコンの増設などがあ りました。その

ほかにも9年 の間に少 しずつサービスの拡充に努めて きたつ もりです。今年度か ら図書館職員も大幅に

入れ替わ りま したので新 しい風が入 り、サー ビスもさらに良 くなることと思い ます。

看護師が卒業 してか らも生涯勉強を続けていかなければな らない職業だ とい うことも大学で初 めて

知 りま した。月に100人 以上の利用を見ていると、図書館がそれだけ必要 とされているという実感 も沸

いてい ました。学生への利用者教育が現場で役立 っていれば嬉 しい限 りです。

今は県立図書館で様々な利用者 を相手に奮闘 してい ます。大学での9年 間 を無駄 に しないよう頑張っ

ていきたい と思い ます。9年 間本当にお世話にな りま した。 この場を借 りてお礼 申 し上げます。

最後にな りま したが、大学図書館がさ らに発展 され ますよう期待 しています。

夜間 ・土曜嘱託員*み なさん、1998-2002年 度 まで勤務 いただきま した。

○太田尊文 さん

看護大学の学生さんは、概 して勉強熱心で礼儀 も正 しく良 く育っている若者が多 く気持 ちよく勤める

ことがで きました。幸せで した。

看護大並びに図書館の益 々のご発展をお祈 りしています。あ りが とうございま した。

○秦野忠男 さん

教職 を定年退職後5年 間お世話にな りました。看護、介護関係の書物をいっぱい借 りて読 ませていた

だ きま した。また、教え子や看護師 さんになって活躍 している方々にもお会いで きま した。あ りが とう

ございました。

○羽生田崇 さん

時が経つのは早いもので、短大生5期 の学生さんの入学 と同 じくして図書館勤務 をさせて戴 き、戸惑

いの 日々で したが良 き教職員方々の ご支援 をえて、楽 しく仲良 く勤務 させていただき本 当に有 り難 うご

ざいま した。学生の皆さんの熱心な想像 を絶する勉学の姿に唯々感動改めて看護のふかさ、広 さを再認

識 した次第です。図書館の窓越 しに見た四季の妙高山、南葉の山々や上越地方の母なる川関川の久遠の

流れの ように、私 も皆 さんの想い出はいつ までも心に残ることで しょう。
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阿部 昌子(あ べ ・まさご)

県立図書館 から思いがけず高田にやって きました司書の阿部 と申します。ふだんカウンターにいない

ので、オ リエ ンテーシ ョンでお会い した新入生には、どこへ行 ったのか と思われているかもしれません。

カウンターの裏でジ ミに仕事を しています。

さて、高田の学生 となったか らには、みなさんに絶対に読んでほ しい本があ ります。

高田在住の作家、杉み き子 さんをみなさんはご存 じで しょうか?教 科書にも多数作品が とりあげ られ

ていますので、その作品にふれた方 も多いはずです。短大の校歌の作詞 も杉さんです。杉 さんの作品に

はた くさんの高田の美 しい風景が登場 します。「赤いろうそ くと人魚」の小川未明も高 田出身です。

舞台 となっている 「北の海」は直江津の海なんですよ。

自分の住 んでいる街が小説の舞台になるなんて贅沢はまず味わえるものではあ りません。どうぞその

贅沢 にひたってみて ください。見慣れた街が違った風景 に見えて きますよ。

残念なが らこの図書館にはほとんど置いてあ りませんが、近 くの上越市立高田図書館にはコーナーが

設置されて、著作が揃 っています。ぜひどうぞ。

夜間 ・土曜嘱託員

○海津恒雄(か いつ ・つねお)(昨 年度 より勤務)

新潟県長岡市の片田舎に生 まれました。10才 の時終戦。もう年齢はおわか りで しょう。図書館 で老

人力発揮中です。家族:妻 と老猫1匹 。子供は皆他郷へ。好 きな人 ・物:良 寛 さま。ゴルフetc。

元気に仲 よく楽 しく遊び学びま しょう。

○大山樹雄(お おやま ・たてお)

生まれ も育ちも上越高田ですが、仕事の関係で新潟県内はほぼ全域 を渡 り歩 きました。名前は この漢

字 を書いて 「たてお」 と読みます。一発ス トレー トで読んで くれた方は私の長い人生でたった一人で し

た。高等学校の漢文の先生で した。生涯忘れないで しょう。

○阿部昭(あ べ ・あきら)

2年 前5か 月程病気の為入院を余儀な くされました。その際看護師さんには大変親切に看病 して戴 き

感謝 の気持ちで一杯で した。そ して今回看護師 さんを養成する機関に勤務する事が出来大変嬉 しく思 っ

ています。まだ不慣れですが一生懸命勤めたいと思いますので宜 しくお願いいた します。

非常勤職員

○宮澤綾子(み やざわ ・あや こ)(8：30-15:30勤 務)

こち らに来 る前は、某スクールで、ヘルパー1級 の勉強 を半年間 してま した。実習先の某老人ホーム

で、テキパキ と指示を出す看護師 さんの姿に感銘を受けました。それまで、看護師さん というと病院 と

いうイメージで したが、活躍の場が広 く、これか ら大いに期待されている職種だと思い ます。未来の看

護の担い手の皆様 の一助 となれ るよう頑張 ります。

今年度の図書館は、上記5名 に加え、非常勤職員中島佳代子 と嘱託

司書飯塚浩子の総計7名 でお迎えいた します。

新人が多 く、 ご迷惑をおかけする点 も多々あるかと思い ますが、

お気づ きの点などあ りました ら、 どんどんお寄せ ください。

図書館内のご意見箱またはtosyo@niigata-cn.ac.jpへ どうぞ。
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